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主な記事
2・3面 連合2021中央女性集会／自治労参加者集会

2021人員確保・現業統一闘争第2次交渉ゾーン結果
東京2020 パラスポーツボランティアに参加して
CV22オスプレイの横田基地配備を許さない！10・21 三多摩集会
自治労「国際連帯救援カンパ」のお願い

4面 「私の一冊」自治労調布市福祉・教育ユニオン（世話人代表 佐々木 美穂）

企 画 総 務 局

東東京京都都・・特特別別区区人人事事委委員員会会勧勧告告
一一時時金金 東東京京都都▲▲00．．1100月月、、特特別別区区▲▲00．．1155月月

月月例例給給改改定定見見送送りりもも、、22年年連連続続のの一一時時金金引引きき下下げげ勧勧告告

東
京
都
人
事
委
員
会
は
10
月

15
日
、
特
別
給
の
0
・
10
月
分

引
下
げ
（
4
・
55
月
↓
4
・
45

月
）
を
勧
告
し
、
月
例
給
に
つ

い
て
は
、
公
民
格
差
が
1
0
3

円
（
0
・
03
％
）
と
か
な
り
小

さ
い
と
し
、
改
定
を
見
送
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
実
質
6
年

連
続
の
給
料
表
改
定
見
送
り
、

2
年
連
続
の
再
任
用
職
員
・
会

計
年
度
任
用
職
員
な
ど
も
含
め

た
全
て
の
職
員
の
期
末
手
当
引

下
げ
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

ま
た
、
特
別
区
人
事
委
員
会

は
10
月
20
日
、
特
別
給
を
0
・

15
月
分
引
下
げ
（
4
・
60
月
↓

4
・
45
月
）
を
勧
告
し
、
月
例

給
に
つ
い
て
は
、
公
民
格
差
が

94
円
（
0
・
02
％
）
と
僅
少
で

あ
る
た
め
、
東
京
都
人
事
委
員

会
と
同
様
に
改
定
を
見
送
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
る
危
機
の
中
で
奮

闘
し
て
い
る
職
員
に
対
し
、
不

当
な
一
時
金
の
引
下
げ
と
な
っ

て
い
る
が
、
も
し
勧
告
通
り
の

実
施
と
な
る
と
、
職
員
の
平
均

年
間
給
与
は
、
約
5
万
9
千
円

の
減
少
と
な
る
。
特
別
区
職
員

の
給
与
水
準
は
、
過
去
2
年
連

続
で
の
月
例
給
大
幅
マ
イ
ナ
ス

勧
告
に
よ
り
、
国
や
他
団
体
と

比
べ
て
不
当
に
低
く
抑
え
ら
れ

て
お
り
、
到
底
容
認
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。

両
人
事
委
員
会
に
お
い
て
も

支
給
月
数
の
引
下
げ
分
に
つ
い

て
は
、
期
末
手
当
か
ら
差
し
引

く
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
期

末
手
当
の
み
が
支
給
対
象
と
な

っ
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職
員

の
一
時
金
引
下
げ
率
は
、
常
勤

職
員
よ
り
も
不
利
と
な
る
。

都
本
部
は
、
10
月
22
日
の
単

組
代
表
委
員
会
に
て
2
0
2
1

賃
金
確
定
闘
争
方
針
を
確
立
し

た
。
東
京
の
生
活
実
態
や
業
務

実
態
に
見
合
う
賃
金
水
準
お
よ

び
一
時
金
の
支
給
月
数
の
確
保

や
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
雇

用
安
定
、
常
勤
職
員
と
の
均
衡

を
基
本
と
し
た
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
料
・
手
当
・
一
時
金

お
よ
び
そ
の
決
定
基
準
の
改
善

な
ど
を
求
め
る
。
国
会
に
お
け

る
給
与
法
改
正
の
審
議
に
捉
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
労
使
自
主
交

渉
・
自
主
決
着
に
基
づ
き
早
期

の
賃
金
確
定
、
ま
た
、
定
年
引

上
げ
に
関
し
て
多
く
の
課
題
が

山
積
し
て
い
る
中
、
定
年
引
上

げ
に
か
か
る
諸
要
求
の
実
現
を

め
ざ
す
。

今
回
の
東
京
都
・
特
別
区
人

事
委
員
会
の
勧
告
に
関
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
い
う
未
曾
有
の
事
態
に

命
を
懸
け
て
対
応
し
、
住
民
の

生
活
を
支
え
て
い
る
職
員
を
軽

視
す
る
か
の
よ
う
な
受
け
入
れ

が
た
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

都
本
部
は
10
月
8
日
に
東
京
都

市
長
会
・
町
村
会
に
対
し
、
地

方
自
治
体
業
務
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
の
執
行
体
制
の
確
立
、

賃
金
労
働
条
件
の
改
善
に
向
け

て
労
使
交
渉
が
行
わ
れ
る
よ
う

要
請
を
行
っ
た
。
11
月
10
日
に

は
東
京
都
行
政
部
市
町
村
課
へ

要
請
行
動
を
予
定
し
て
い
る
。

断
続
的
に
要
請
行
動
を
行
い
、

労
使
交
渉
へ
の
介
入
や
交
付
金

の
削
減
を
は
じ
め
と
し
た
財
政

制
裁
に
反
対
し
、
独
自
課
題
点

検
運
動
に
よ
る
組
合
員
の
声
に

依
拠
し
た
要
求
の
実
現
や
、
今

期
の
本
格
化
し
て
い
く
交
渉
、

我
々
を
取
り
巻
く
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し
闘

争
を
進
め
て
い
く
。
労
使
交
渉

を
強
化
し
、
組
合
員
の
生
活
を

守
る
た
め
闘
い
抜
こ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
組
合
員
の
奮
闘
に
見
合
う

賃
金
水
準
を
守
る
闘
い
を
進
め
よ
う

10
月
15
日
に
東
京
都
、
10
月
20
日
に
は
特
別
区
の
人
事
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
給
与
勧
告
を
実

施
し
た
。
双
方
と
も
月
例
給
は
改
定
見
送
り
、
特
別
給
は
引
下
げ
（
東
京
都
▲
0
・
10
月
、
特

別
区
▲
0
・
15
月
で
と
も
に
年
間
4
・
45
カ
月
）
の
内
容
と
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
で
日
夜
奮
闘
し
て
い
る
自
治
体
職
場
の
実
態
を
鑑
み
る
と
、
全
く
も
っ
て
受
け
入

れ
が
た
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
都
本
部
は
賃
金
水
準
を
守
り
、
格
差
是
正
を
求
め
、
11
月
12

日
を
統
一
行
動
日
に
設
定
し
、
2
0
2
1
賃
金
確
定
闘
争
を
推
進
す
る
。

▲10月20日都本部人事委員会勧告説明会で解説をする自治労都
庁職の鎌滝副委員長（左）、特区連の小宮山書記長（右）

東京都
月例給 公民較差（▲103円、▲0．03％）は、かな

り小さいため、改定見送り
一時金 0．10月分引き下げ（再任用は▲0．05月）

年間4．55月→4．45月
（再任用 年間2．40月→2．35月）

定年の引き上げに関する意見
•定年年齢を段階的に65歳に引上げ。引上げ期間中
の暫定再任用制度は現行と同様
•60歳を超える職員の給料月額は60歳前の70％の額
•新たに導入される定年前再任用短時間勤務職員の
給与は、現行の再任用短時間勤務職員と同様の取
扱い

特別区
月例給 公民較差（▲94円、▲0．02％）と僅少のた

め据え置き
一時金 0．15月分引き下げ（再任用は▲0．05月）

年間4．60月→4．45月
（再任用 年間2．40月→2．35月）

定年の引き上げに関する意見
・高齢層職員の能力及び経験の活用が不可欠
・役職定年制について、特別区の任用実態を十分考
慮し制度趣旨を踏まえた円滑な導入を図り、事務
事業の実施・区民サービスへの影響がないよう留
意する
•当分の間、60歳を超える職員の給料は60歳前の7
割水準に設定することが適当
・高齢層職員の勤務形態の選択肢を広げ、仕事との
両立支援の観点から、高齢者部分休業の導入につ
いて検討する必要がある
・今後の高齢層職員について、キャリア形成、モチ
ベーションの維持、任用や給与等、処遇の在り方
について引き続き研究

自治労東京都本部第2回自治研連続学習会
●日時：2021年11月23日（火・祝） 13：30～16：00
●場所：対面（SKホール）／Zoom・YouTube配信の併用
●講演：「LGBTQ+からダイバーシティ＆インクルージョンを

考える」
●講師：中島 潤さん（認定NPO法人ReBit事務局長）

※対面参加については、各組合事務所を通じ、11月15日（月）ま
でにお申し込みください。

新型コロナウイルス感染症の状況によっては、
開催方法に変更が生じる場合がございます。
予めご了承ください。

都
議
会
が
閉
会

し
、
都
立
・
公
社

病
院
を
地
方
独
立

行
政
法
人
化
す
る

議
案
が
可
決
さ
れ

た
。
コ
ロ
ナ
流
行

前
の
知
事
が
示
し
た
方
針
に

今
議
会
で
は
一
部
変
更
（
緊

急
時
は
都
の
指
揮
下
に
置

く
）
を
加
え
た
の
み
で
、
抜

本
的
な
見
直
し
も
せ
ず
に
だ

▼
独
法
化
に
よ
り
病
院
の
収

支
を
改
善
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍

で
先
ん
じ
て
独
法
化
し
た
大

阪
で
は
、
医
療
崩
壊
が
起
こ

っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
。
ま
た
、
一
部
民
間
病
院

で
は
コ
ロ
ナ
即
応
病
床
と
申

告
し
、
多
額
の
補
助
金
を
受

け
取
っ
て
い
な
が
ら
実
際
は

使
用
さ
れ
な
か
っ
た
「
幽
霊

病
床
」
が
多
く
存
在
し
問
題

と
な
っ
た
。
政
府
分
科
会
の

尾
身
会
長
が
理
事
長
を
務
め

る
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療

機
能
推
進
機
構
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
）
傘
下
の
病
院
で
も
次
々

と
発
覚
し
問
題
と
な
っ
て
い

る
▼
都
立
・
公
社
病
院
に
求

め
ら
れ
る
役
割
は
、
不
採
算

と
な
り
が
ち
な
「
行
政
医

療
」
を
担
う
こ
と
で
あ
り
、

儲
け
る
医
療
を
目
指
す
民
営

化
と
は
相
対
す
る
も
の
だ
▼

今
こ
そ
新
自
由
主
義
を
終
わ

ら
せ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

鬼
木
ま
こ
と
さ
ん
の
絶
対
的

多
数
で
の
勝
利
を
！
（
大
塚
）

東奔西走

▲

11月23日のYouTubeLiveの視聴はこち
らのQRコードから

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。

第1329号（１）２０２１年１１月１日 （毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）



2021年7月1日現在

連
合
は
10
月
22
日
、「
2
0

2
1
連
合
中
央
女
性
集
会
」
を

ウ
ェ
ブ
に
て
開
催
し
た
。

10
月
に
女
性
と
し
て
初
め
て

連
合
会
長
に
就
任
し
た
芳
野
会

長
は
、「
ガ
ラ
ス
の
天
井
を
壊
し

て
ほ
し
い
。
連
合
運
動
の
1
丁

目
1
番
地
は
�
男
女
平
等
参
画

の
推
進
�
で
あ
り
、
運
動
を
通

じ
て
社
会
変
革
を
実
現
し
て
い

こ
う
」と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

基
調
講
演
は
、
立
教
大
学
経

済
学
部
の
首
藤
若
菜
教
授
を
講

師
と
し
て
、「
男
女
平
等
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
た
労
働
組

合
へ
の
期
待
」
と
題
す
る
講
演

が
行
わ
れ
た
。
労
働
組
合
は
女

性
労
働
者
を
対
象
と
し
た
取
り

組
み
も
多
く
行
っ
て
き
た
が
、

男
女
平
等
の
前
進
や
男
女
格
差

の
是
正
に
つ
な
が
り
に
く
か
っ

た
。
責
任
の
重
い
仕
事
や
体
力

的
に
厳
し
い
仕
事
を
「
大
変

だ
」
と
考
え
て
割
り
振
ら
な
い

�
好
意
的
性
差
別
�
が
格
差
の

根
源
と
な
る
。
女
性
へ
の
配
慮

の
結
果
、
業
務
・
役
割
配
置
で

男
女
差
が
生
じ
、
女
性
は
経
験

不
足
に
な
っ
て
い
る
。
女
性
枠

に
と
ら
わ
れ
な
い
役
割
配
置

や
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
に
こ

だ
わ
ら
な
い
組
合
運
営
の
意
識

を
持
ち
、
誰
も
が
参
画
で
き
る

組
合
へ
と
変
革
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
多
様
な
声
を
反
映
し

た
組
織
、
運
動
を
作
り
上
げ
て

い
け
る
か
ど
う
か
は
、
一
人
一

人
が
行
動
を
起
こ
せ
る
か
ど
う

か
に
か
か
っ
て
い
る
と
述
べ
ら

れ
た
。

組
合
活
動
は
、
自
分
自
身
を

成
長
さ
せ
ら
れ
る
機
会
で
あ

り
、
自
分
事
と
し
て
捉
え
て
い

く
こ
と
で
、
小
さ
な
変
化
を
起

こ
す
こ
と
が
で
き
る
。
男
女
平

等
参
画
の
実
現
や
2
0
3
0
年

ま
で
に
意
思
決
定
の
場
に
女
性

が
50
％
入
る「
2
0
3
0
5
0
」

に
向
け
、
都
本
部
と
し
て
も
参

加
型
・
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
運
動

を
具
体
的
に
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

若
年
層
へ
の
ケ
ア
文
化
・
ケ
ア
倫
理
の

定
着
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶
を

自
治
労
参
加
者
集
会

自
治
労
は
10
月
22
日
、
2
0

2
1
連
合
中
央
女
性
集
会
に
先

立
っ
て
、「
2
0
2
1
連
合
中
央

女
性
集
会
自
治
労
参
加
者
集

会
」を
ウ
ェ
ブ
に
て
開
催
し
た
。

埼
玉
学
園
大
学
大
学
院
の
杉

浦
浩
美
准
教
授
を
お
招
き
し
、

「
職
場
の
ケ
ア
宣
言
！
〜
働
く

女
性
と
母
性
保
護
」
と
題
し
た

基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
杉
浦

氏
は
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、

も
と
も
と
そ
こ
に
あ
っ
た
問
題

に
名
前
が
付
い
た
も
の
で
あ

り
、
声
を
上
げ
、
可
視
化
し
た

も
の
で
あ
る
」
と
し
、
日
本
で

は
長
い
間
、
生
物
学
的
性
差
が

差
別
の
根
拠
に
さ
れ
て
き
た
こ

と
を
指
摘
し
た
。
例
と
し
て
、

妊
娠
（
生
物
学
的
性
差
）
し
た

ら
、
身
体
が
大
事
だ
か
ら
出
産

に
専
念
し
た
ら
ど
う
か
（
社
会

的
性
差
）
と
い
っ
た
職
場
文
化

（
職
場
環
境
型
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
）
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
そ

の
根
底
に
は
「
ケ
ア
不
在
の
身

体
」
の
労
働
者
モ
デ
ル
を
基
準

と
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
と
指

摘
。
こ
の
場
合
の
ケ
ア
と
は
、

「
ケ
ア
役
割
（
家
事
・
育
児
・

介
護
を
担
う
）」と
「
身
体
ケ
ア

（
女
性
の
身
体
性
）」
の
2
種

類
だ
。
男
性
が
「
ケ
ア
役
割
」

を
担
わ
ず
、
女
性
が
そ
の
基
準

か
ら
少
し
で
も
外
れ
る
と
排
除

さ
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
理
不

尽
な
対
応
に
声
を
上
げ
、
社
会

を
変
革
さ
せ
る
た
め
、
職
場
・

社
会
で
こ
う
し
た
課
題
意
識
を

ど
れ
だ
け
共
有
で
き
る
の
か
が

問
わ
れ
て
お
り
若
年
層
へ
の
ケ

ア
文
化
・
ケ
ア
倫
理
の
定
着
か

ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶
を

訴
え
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
社
会

を
支
え
て
お
り
、
そ
の
多
く
に

女
性
が
関
わ
っ
て
い
る
。
女
性

が
働
き
続
け
る
た
め
に
、
女
性

が
働
き
や
す
い
職
場
を
作
っ
て

い
く
う
え
で
、
母
性
保
護
の
重

要
性
を
改
め
て
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
る
集
会
と
な
っ
た
。

誰
も
が
参
画
で
き
る
組
合
へ
、多
様
な

声
を
反
映
し
た
組
織
、運
動
づ
く
り
を

2
0
2
1
連
合
中
央
女
性
集
会

人
員
確
保
・
現
業
統
一
闘
争

第
2
次
交
渉
ゾ
ー
ン
が
10
月
21

日
ヤ
マ
場
を
迎
え
た
。
今
闘
争

で
は
、
都
本
部
方
針
と
し
て
第

1
次
交
渉
ゾ
ー
ン
の
要
求
を
基

本
と
し
な
が
ら
、
各
単
組
で
の

積
み
残
し
の
課
題
を
要
求
の
柱

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

し
た
。
ま
た
、
都
本
部
現
業
評

議
会
で
は
、
今
闘
争
に
取
り
組

む
意
義
や
闘
争
方
針
、
妥
結
基

準
な
ど
の
意
思
統
一
の
場
と
し

て
、
10
月
12
日
に
決
起
集
会
を

開
催
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
状
況
を
鑑
み

て
、
対
面
と
ウ
ェ
ブ
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
方
式
で
の
実
施
と
し

た
。各

単
組
の
交
渉
は
、
1
時
間

ス
ト
ラ
イ
キ
を
戦
術
配
置
と
し

な
が
ら
、
交
渉
の
ヤ
マ
場
10
月

21
日
に
は
、
18
単
組
が
要
求
書

を
提
出
し
17
単
組
で
回
答
を
引

き
出
し
、
さ
ら
な
る
回
答
の
前

進
を
求
め
交
渉
の
強
化
を
は
か

っ
た
。
回
答
を
引
き
出
し
た
17

単
組
で
は
、
第
1
次
交
渉
ゾ
ー

ン
で
人
員
確
保
の
最
重
要
課
題

と
し
た
、「
2
0
2
1
年
4
月
時

点
に
お
け
る
欠
員
の
早
期
補

充
」
に
つ
い
て
、
多
く
の
単
組

で
欠
員
の
補
充
が
完
了
し
た
と

の
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。ま
た
、三
鷹
市
職
労
、東
久

留
米
市
職
に
お
い
て
は
、
10
月

1
日
付
採
用
を
確
認
し
た
。
あ

わ
せ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
課
題
に
つ

い
て
も
、
多
く
の
単
組
で
一
定

の
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
、
現
業
課
題
に
関
す
る

回
答
で
は
八
王
子
市
職
に
お
い

て
、
技
能
労
務
職
の
採
用
試
験

の
実
施
が
確
認
さ
れ
、
青
梅
市

職
で
は
、
団
体
交
渉
で
口
頭
で

は
あ
る
が
「
3
年
以
内
の
採

用
」
を
回
答
と
し
て
引
き
出
し

た
。
町
田
市
職
労
に
お
い
て
は

「
核
と
な
る
現
業
職
場
は
残

す
」
こ
と
を
口
頭
で
確
認
し

「
採
用
に
む
け
た
定
数
化
の
議

論
を
具
体
的
に
進
め
て
い
く
」

こ
と
を
文
書
回
答
と
し
た
。
ま

た
、
東
村
山
市
職
労
、
小
金
井

市
職
、
調
布
市
職
労
、
福
生
市

職
、
西
東
京
市
職
労
で
、
現
業

の
必
要
性
に
つ
い
て
具
体
的
に

議
論
す
る
場
と
し
て
「
あ
り
方

検
討
会
」
な
ど
の
設
置
を
確
認

し
、
国
分
寺
市
職
労
は
、
現
業

の
課
題
は
継
続
協
議
し
粘
り
強

く
交
渉
す
る
こ
と
と
し
た
。

10
月
26
日
に
は
、
あ
き
る
野

市
職
が
こ
だ
わ
り
を
持
っ
た
交

渉
の
末
に
指
標
を
ク
リ
ア
し
大

綱
妥
結
を
確
認
し
た
。

都
本
部
は
、
今
闘
争
の
流
れ

を
2
0
2
1
賃
金
確
定
闘
争
に

つ
な
げ
、
各
単
組
の
交
渉
を
全

力
で
支
援
し
て
い
く
。

私
は
都
本
部
へ
の
着
任
以

来
、
連
合
東
京
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
」
の
委
員
と
し
て
、
連
合
東

京
の
展
開
す
る
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

の
応
援
活
動
に
参
画
し
て
き

た
。
そ
ん
な
中
、
今
回
組
合
員

の
多
く
が
東
京
2
0
2
0
大
会

の
運
営
に
関
わ
っ
て
い
る
港
区

職
労
を
通
じ
て
、
シ
ッ
テ
ィ
ン

グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
力
要
請
が
あ
り
、
私
自

身
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
員
と

し
て
参
加
を
し
て
き
た
。

活
動
内
容
は
、
大
会
期
間
中

2
か
所
の
練
習
会
場
（
荒
川
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
品
川

区
立
総
合
体
育
館
）
に
お
い

て
、
出
場
各
国
の
練
習
の
合
間

の
コ
ー
ト
内
の
消
毒
、
準
備
、

後
片
付
け
等
を
行
う
の
が
メ
イ

ン
の
活
動
だ
っ
た
。
2
時
間
ご

と
に
試
合
が
入
れ
替
わ
り
、
そ

の
合
間
の
約
10
分
間
で
全
て
の

作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
体
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

勝
負
と
な
る
、
な
か
な
か
ハ
ー

ド
な
活
動
だ
っ
た
。

期
間
中
は
、
毎
日
シ
フ
ト
が

組
ま
れ
て
い
た
た
め
、
活
動
の

回
数
を
重
ね
る
う
ち
に
顔
な
じ

み
の
ス
タ
ッ
フ
も
増
え
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
も
日
に
日
に
良
く
な

っ
て
い
く
の
が
分
か
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
は
や
は
り
若
い
方
が

多
い
印
象
だ
が
、
高
齢
の
方
も

多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
、
終
わ
っ
た

後
の
達
成
感
が
心
地
よ
く
て
止

め
ら
れ
な
く
な
る
そ
う
。
無
限

の
交
友
関
係
も
広
が
り
、
身
体

も
動
か
す
こ
と
か
ら
、
リ
タ
イ

ヤ
後
も
充
実
し
た
生
活
が
送
れ

て
い
る
、
と
言
っ
て
い
た
方
も

い
た
。
な
る
ほ
ど
、
こ
う
い
う

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
送
り
方
も

あ
る
ん
だ
な
、
と
感
じ
る
。

選
手
団
と
は
基
本
的
に
接
触

Ｎ
Ｇ
な
の
だ
が
、
到
着
、
出
発

時
は
私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
が
出
入
り
口
で
送
り
迎

え
を
す
る
。
ど
の
国
の
選
手
団

も
至
っ
て
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、

即
興
で
覚
え
た
つ
た
な
い
母
国

語
に
も
喜
ん
で
反
応
し
て
く
れ

る
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
で
私

た
ち
に
対
し
、
お
礼
の
言
葉
を

書
い
て
く
れ
る
国
も
多
く
、
活

動
の
励
み
と
な
っ
た
。
世
界
中

で
皆
が
こ
の
よ
う
に
接
す
れ

ば
、
戦
争
や
テ
ロ
な
ど
起
こ
る

は
ず
が
な
い
の
だ
が
…
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
1
年
延
期

を
は
じ
め
、
異
例
ず
く
め
で
開

催
さ
れ
た
東
京
2
0
2
0
大
会

だ
っ
た
が
、
開
催
の
是
非
に
つ

い
て
は
、
時
間
が
経
過
し
な
い

と
答
え
は
で
な
い
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
前
向
き
に
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
で
、

一
緒
に
活
動
で
き
た
こ
と
は
、

自
分
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
貴
重
な
経
験
と
な
り
、
関
係

者
の
皆
さ
ん
全
員
に
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
。

2021人員確保・現業統一闘争第2次交渉ゾーンオリパラ
東京2020

多くの単組で現業職採用に
向けた足掛かりを築く

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

自
治
労
東
京
都
本
部

副
中
央
執
行
委
員
長
／
組
織
局
長

篠
﨑

博
史

▲ボランティアとして参加した皆さんでの記念写真
10月12日現業統一闘争総決起集会の様子

第
33
回
三
多
摩
反
核
平
和
の

火
リ
レ
ー
が
10
月
10
日
、
1
5

0
名
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
と
ス

タ
ッ
フ
総
勢
約
2
3
0
名
の
結

集
で
行
わ
れ
た
。『
平
和
の
火

リ
レ
ー
』
の
起
源
は
、
1
9
8

2
年
に
被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
の
青

年
た
ち
に
よ
っ
て
、
被
爆
・
戦

争
体
験
の
継
承
と
平
和
を
求
め

て
始
め
ら
れ
、
全
国
へ
広
が
っ

た
。
現
在
も
全
国
28
都
道
府
県

で
行
わ
れ
て
お
り
、「
語
り
継

ご
う
、
走
り
続
け
よ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
平

和
公
園
に
灯
る
「
平
和
の
火
」

を
ト
ー
チ
に
灯
し
リ
レ
ー
に
よ

り
繋
い
で
い
く
。

都
本
部
組
合
員
も
多
く
参
画

す
る
こ
の
取
り
組
み
は
、
三
多

摩
の
25
自
治
体
に
対
し
、
非
核

平
和
都
市
宣
言
、
平
和
行
政
の

推
進
、
平
和
教
育
の
充
実
、
あ

ら
ゆ
る
軍
事
基
地
の
撤
去
を
求

め
て
走
り
継
い
で
い
る
。
今
回

は
、
在
日
米
軍
・
横
田
基
地
を

周
回
す
る
コ
ー
ス
16
・
9
㎞
を

6
区
間
に
分
け
、
各
地
区
平
和

運
動
セ
ン
タ
ー
か
ら
参
加
の
ラ

ン
ナ
ー
が
ト
ー
チ
を
リ
レ
ー
し

走
り
継
い
だ
。

例
年
、
都
本
部
に
お
い
て

は
、
主
催
の
三
多
摩
平
和
運
動

セ
ン
タ
ー
の
要
請
の
も
と
青
年

部
と
し
て
の
支
援
を
行
っ
て
き

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
な

取
り
組
み
が
で
き
な
い
中
、
文

字
通
り
「
平
和
の
火
を
繋
い
で

い
く
」
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の

間
の
平
和
の
火
リ
レ
ー
に
対
す

る
都
本
部
青
年
部
の
取
り
組
み

も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
た
い
。

青
年
部
は
こ
の
間
、
協
賛
金

で
の
協
力
を
続
け
て
き
た
が
、

昨
年
か
ら
は
青
年
部
常
任
委
員

会
の
中
で
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参

加
し
被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
の
青
年

た
ち
の
思
い
を
語
り
継
ご
う
！

と
い
う
想
い
の
高
ま
り
か
ら
、

平
和
の
火
リ
レ
ー
へ
の
参
加
を

確
認
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
真

っ
た
だ
中
に
よ
り
、
や
む
な
く

断
念
。「
今
年
こ
そ
は
！
」
と

意
気
込
ん
だ
今
回
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威

は
収
ま
ら
ず
、
2
年
続
け
て
断

念
せ
ざ
る
得
な
い
状
況
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
も
ど
か
し

い
状
況
が
続
く
中
で
も
今
回

は
、
同
実
行
委
員
会
が
取
り
組

む
原
水
禁
事
務
局
へ
の
色
紙
の

作
成
に
賛
同
し
、
取
り
組
む
こ

と
と
し
た
。
青
年
部
常
任
委
員

会
メ
ン
バ
ー
の
平
和
へ
の
思
い

を
色
紙
に
込
め
て
、
実
行
委
員

会
に
託
し
た
。
ど
ん
な
時
に
あ

っ
て
も
、
戦
争
と
い
う
過
ち
を

再
び
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
皆

で
誓
い
合
い
、
平
和
を
願
う
心

を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

平
和
を
願
う
心
の
火
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
に

コ
ロ
ナ
禍
、
マ
ス
ク
で
平
和
の
火
を
つ
な
ぐ

10
月
21
日
、
福
生
市
民
会
館

に
て
、「
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ

の
横
田
基
地
配
備
を
許
さ
な

い
！
10
・
21
三
多
摩
集
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
例
年
、
都
本

部
三
多
摩
地
協
よ
り
各
単
組
に

参
加
を
要
請
し
て
い
る
本
集
会

だ
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
考
慮

し
、
単
組
へ
の
参
加
要
請
は
行

わ
ず
、
開
催
の
周
知
に
と
ど
め

る
こ
と
と
し
た
。

集
会
は
、
十
分
な
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対

策
の
も
と
、
都
内
の
み
な
ら
ず

近
隣
各
県
か
ら
も
参
加
者
が
駆

け
付
け
、
約
1
6
0
人
が
結
集

し
た
。
三
多
摩
平
和
運
動
セ
ン

タ
ー
の
土
岐
議
長
は
「
昨
年

来
、
米
軍
横
田
基
地
で
は
Ｃ
Ｖ

22
オ
ス
プ
レ
イ
か
ら
の
パ
ラ
シ

ュ
ー
ト
降
下
や
ロ
ー
プ
で
の
吊

り
上
げ
、
吊
り
下
げ
訓
練
な
ど

が
本
格
化
し
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
て
い
る
。
さ
ら
に
7
月
6
日

に
は
、
地
元
自
治
体
へ
の
連
絡

も
な
く
、
6
機
目
の
Ｃ
Ｖ
22
オ

ス
プ
レ
イ
が
飛
来
し
た
。
私
た

ち
は
こ
う
し
た
地
元
住
民
を
無

視
し
た
横
行
、
そ
し
て
違
法
な

訓
練
を
こ
れ
以
上
許
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ

レ
イ
の
横
田
基
地
配
備
を
許
さ

ず
、
基
地
の
整
理
・
縮
小
・
撤

去
を
求
め
て
い
く
」
と
訴
え

た
。
そ
の
後
、
日
々
エ
ス
カ
レ

ー
ト
す
る
危
険
な
訓
練
、
地
元

自
治
体
へ
の
連
絡
な
き
配
備
、

米
軍
横
田
基
地
配
備
の
Ｃ
Ｖ
22

オ
ス
プ
レ
イ
、
米
軍
普
天
間
基

地
の
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
、
木

更
津
に
暫
定
配
備
さ
れ
た
陸
上

自
衛
隊
オ
ス
プ
レ
イ
の
す
べ
て

の
配
備
に
反
対
し
、
沖
縄
を
は

じ
め
と
す
る
全
国
の
仲
間
と
連

帯
し
、
更
な
る
取
り
組
み
を
強

化
す
る
た
め
奮
闘
す
る
こ
と
を

要
旨
と
し
た
集
会
ア
ピ
ー
ル
を

満
場
の
拍
手
で
採
択
し
、
集
会

は
終
了
し
た
。

集
会
後
、
会
場
か
ら
、
横
田

基
地
ゲ
ー
ト
前
を
通
り
、
東
町

公
園
（
Ｊ
Ｒ
福
生
駅
）
ま
で
デ

モ
行
進
し
、「
横
田
基
地
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
反
対
、
基
地
縮
小

・
整
理
・
撤
去
！
」
を
力
強
く

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

住
民
を
無
視
し
た
オ
ス
プ
レ
イ
の

基
地
配
備
・
運
用
に
反
対

Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
基
地
配
備
を
許
さ
な
い
！

10
・
21
三
多
摩
集
会

自治労「国際連帯救援カンパ」のお願い

▲第33回三多摩反核平和の火リレーの様子。各地区平和運動
センターから参加のランナーが走り継いだ

▲集会後、横田基地ゲート前を通り、東町公園（JR福生駅）
までデモ行進が行われた

自治労の「国際連帯救援カンパ」は1991年に始まり、これまで難
民救援や児童労働禁止のキャンペーン、途上国の子どもの生活と教
育の支援などに活用してきました。今年度は、「ミャンマーに民主
主義を」というテーマを設定し、これまでの国際支援に加え、ミャ
ンマー国軍による市民への激しい弾圧に対し、民主主義を求めて闘
う市民の支援を行っていきます。
●集約日
第1次集約：2022年1月5日（水） 第2次集約：2022年4月14日（木）

●目標額
目標設定はありませんが、毎年「ワンコインの支援」を合言葉に組合員
の皆さまのご協力を呼びかけています。

●カンパ集約方法
組合事務所を通じてご協力をお願いいたします。
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自治労東京組合員もしくは 
退職者会会員であること。 
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ダ
ナ
ン
か
ら
車
で
20
分
ほ
ど

の
所
に
あ
る
フ
ォ
ン
ニ
ィ
村
。

1
9
6
4
年
か
ら
7
3
年
、
延

べ
30
万
人
も
の
韓
国
軍
が
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
に
参
戦
し
て
い
た

が
、
そ
の
軍
事
行
動
で
の
痛
ま

し
い
民
間
人
虐
殺
事
件
を
取
り

上
げ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。

前
作
『
き
ら
め
く
拍
手
の

音
』
で
、
聾
唖
者
の
両
親
を
愛

情
あ
ふ
れ
る
視
点
で
描
い
た
イ

ギ
ル
・
ボ
ラ
監
督
だ
が
、
監
督

の
祖
父
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
参

戦
し
枯
葉
剤
の
後
遺
症
で
亡
く

な
っ
た
り
、
18
歳
で
ア
ジ
ア
各

地
を
放
浪
し
た
こ
と
が
こ
の
作

品
を
作
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。

2
0
1
8
年
、
ソ
ウ
ル
で
開

か
れ
た
市
民
平
和
法
廷
で
、
1

9
6
8
年
に
あ
っ
た
「
フ
ォ
ン

ニ
ィ
・
フ
ォ
ン
ニ
ャ
ッ
ト
の
虐

殺
」
の
生
存
者
で
あ
る
ベ
ト
ナ

ム
人
女
性
、
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・

タ
ン
は
法
廷
に
立
っ
た
。
8
歳

の
時
、
韓
国
軍
に
家
族
を
殺
さ

れ
孤
児
と
な
っ
た
彼
女
は
、
あ

の
日
一
体
何
が
起
こ
っ
た
の
か

そ
の
記
憶
を
語
る
。
他
に
も
、

あ
の
日
起
こ
っ
た
事
を
目
撃
し

た
聾
唖
者
の
デ
ィ
ン
・
コ
ム
は

身
振
り
手
振
り
を
交
え
て
再

現
。
あ
の
日
の
後
遺
症
で
視
力

を
失
っ
た
グ
エ
ン
・
ラ
ッ
プ
も

語
る
こ
と
の
な
か
っ
た
記
憶
を

絞
り
出
す
よ
う
に
語
る
。

一
方
、元
軍
人
た
ち
は
「
我
々

は
良
民
は
殺
し
て
い
な
い
」
と

主
張
。
し
か
し
、
現
地
で
は
69

〜
79
人
と
言
わ
れ
る
犠
牲
者
を

50
年
間
弔
っ
て
き
た
。

ベ
ト
ナ
ム
に
何
度
も
行
き
、

「
民
間
人
虐
殺
」
に
つ
い
て
当

事
者
た
ち
の
生
々
し
い
証
言
を

記
録
し
、
勇
敢
で
優
し
い
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
作
っ
た
の
は

全
員
女
性
の
製
作
人
。

し
か
し
、2
0
2
0
年
現
在
、

韓
国
政
府
、
お
よ
び
韓
国
軍

は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
虐
殺
を
認
め

ず
、
被
害
者
に
謝
罪
す
る
に
至

っ
て
い
な
い
。

通
勤
電
車
の
中
で
、
短
い
時

間
だ
が
別
世
界
に
誘
っ
て
く
れ

る
小
説
を
読
む
の
が
楽
し
み

だ
。
好
き
な
作
家
の
作
品
を
片

っ
端
か
ら
読
む
タ
イ
プ
。
原
田

マ
ハ
は
、
美
術
や
画
家
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
が
有
名
で
と
て

も
面
白
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
様
々
な
人
間
模
様
を
描

い
た
物
語
を
沢
山
書
い
て
い

る
。
内
容
を
想
像
も
し
な
い
ま

ま
読
み
始
め
る
と
、
登
場
人
物

の
名
前
が
「
去
場
安
（
さ
り
ば

あ
ん
）」「
介
良
れ
ん
（
け
ら
れ

ん
）」
と
来
た
。
驚
い
た
こ
と

に
奇
跡
の
人
・
青
森
版
だ
。
名

家
の
娘
が
病
気
で
盲
聾
に
な

り
、
そ
の
教
育
係
に
抜
擢
さ
れ

た
の
は
、
女
性
な
が
ら
ア
メ
リ

カ
で
教
育
を
受
け
帰
国
し
、
日

本
の
女
子
教
育
に
貢
献
せ
ん
と

意
気
込
む
、
自
ら
も
弱
視
の
安

先
生
だ
っ
た
。

そ
の
後
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
の
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
物

語
に
概
ね
な
ぞ
ら
え
て
進
む

が
、
同
時
代
の
日
本
は
ア
メ
リ

カ
と
比
べ
て
、
当
然
、
女
性
や

障
害
へ
の
偏
見
が
凄
ま
じ
く
、

そ
の
す
べ
て
を
敵
に
回
し
意
志

を
貫
く
安
先
生
は
、
モ
デ
ル
の

ア
ン
・
サ
リ
バ
ン
先
生
よ
り
も

更
に
逞
し
い
女
性
で
あ
る
。
青

森
な
ら
で
は
の
、
盲
の
イ
タ
コ

や
津
軽
三
味
線
の
少
女
も
、
二

人
の
物
語
に
欠
か
せ
な
い
人
物

と
な
る
。
私
の
仕
事
は
言
語
聴

覚
士
と
し
て
、
発
達
に
悩
み
の

あ
る
お
子
さ
ん
と
、
そ
の
ご
両

親
と
お
会
い
す
る
日
々
で
あ

る
。こ

の
本
に
触
発
さ
れ
て
、

「
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
は
ど
う
教

育
さ
れ
た
か
」「
ヘ
レ
ン
・
ケ

ラ
ー
自
伝
」
を
改
め
て
読
み
、

ヘ
レ
ン
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
強
さ

と
、
そ
れ
を
信
じ
て
す
べ
て
に

応
え
る
先
生
の
柔
軟
さ
に
圧
倒

さ
れ
た
。
私
は
己
の
未
熟
さ
を

恥
じ
、
一
方
で
言
語
聴
覚
士
と

い
う
仕
事
の
素
晴
ら
し
さ
に
感

謝
し
て
い
る
今
日
で
あ
る
。

�出身地：東京都
�組合歴：2019年 世話人代表

2020年
都本部臨時非常勤協議会 幹事

�趣 味：スイーツ探し

さ

さ

き

み

ほ

自
治
労
調
布
市
福
祉
・
教
育
ユ
ニ
オ
ン

世
話
人
代
表

佐
々
木

美
穂

『
奇
跡
の
人
』

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

『
記
憶
の
戦
争
』
監
督
：
イ
ギ
ル
・
ボ
ラ

2
0
1
8
年
製
作
／
韓
国

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
の

韓
国
軍
に
よ
る
民
間
人
虐
殺
を
検
証

ⒸⒸ22001188WWhhaallee FFiillmm

�2021年11月6日（土）よりポレポレ
東中野（TEL03－3371－0088）ほか
全国順次公開！

著
者
：
原
田
マ
ハ
（
双
葉
文
庫
）

★表彰等
入賞作品は「自治労東京2022年新年号」、「都本部ホームペー
ジ」に掲載し、以下の商品券をプレゼントします。

最優秀賞 1点……………………3万円の商品券
優 秀 賞 各部門1点（計3点）…2万円の商品券
佳 作 3～4点………………5千円の商品券

★送付先
自治労東京都本部 企画総務局宛 ＴＥＬ：03－3556－3755
〒102－0072 東京都千代田区飯田橋3‐9‐3SKプラザ4階
Ｅメール：kikakusoumu@jichiro-tokyo.jp

テーマ
「マイベストショット」

部 門
①一般部門
②ネーチャー部門
�サイズ：2L（キャビネ）～四つ切り（四つワイド可）
�カラーまたはモノクロで単写真に限る（組写真不可）
�応募票に「一般部門」か「ネーチャー部門」どちらかをご記入下さい。
�応募票を作品の裏に貼り付けて都本部へ送付してください。

③携帯・スマホ部門
�Ｅメールで応募を受け付けます。
�件名を「第24回ベストショットコンクール」とし、本文に「写真タイ
トル」「氏名」「電話番号」「撮影地」「カメラアプリ名（使用した場合）」
「住所」「組合名（単組・支部）」をご記入ください。
�アプリを使用しての撮影可（ただしスタンプ、文字入れ、フレーム等
の使用は不可とします）

応 募
各部門 1人3点まで
作品の返却はしませんので予めご了承ください。

締切 12月6日（月）必着昨年の最優秀賞「伝統」／立川市職労 渡辺 美穂さん

一般部門／ネーチャー部門

※注意：返却は致しません。

撮影地

部 門

住 所

組合名
（単組・支部）

画 題

氏 名

電 話
番 号
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